
  
 

３
月
16
日(

水)

、
長
崎
地
本 

本

部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐
は
、

上
五
島
駐
在
員
事
務
所(

所
長 

赤

波
江
博
史 

陸
曹
長)

と
と
も
に
、県

立
上
五
島
高
等
学
校
及
び
同
中
五

島
高
等
学
校
を
表
敬
訪
問
し
た
。 

訪
問
に
際
し
て
、
両
校
長
と
も
大

変
歓
迎
し
て
頂
き
、最
近
就
役
し
た

新
型
潜
水
艦
に
つ
い
て
興
味
を
示

さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
訪
問
が
で
き
た
。自
衛
隊

に
対
す
る
深
い
ご
理
解
を
頂
い
て

い
る
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。 

上
五
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
両

校
の
学
生
に
対
し
て
自
衛
隊
を
進

路
の
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
認
識

を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
引
き

続
き
募
集
広
報
活
動
に
邁
進
す
る

所
存
で
あ
る
。 

３
月
５
日(

土)

、
佐
世
保
出
張
所

(

所
長 

田
代
教 

１
等
海
尉)

は
、
長

崎
県
立
大
学
佐
世
保
校
に
お
い
て
株

式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
が
主
催
す
る「
就
職

セ
ミ
ナ
ー 

合
同
会
社
説
明
会
」
に
参

加
し
た
。 

        
 

佐
世
保
出
張
所
は
、
参
加
し
た
学
生

４
名(

男
性
２
名
・
女
性
２
名)

に
対
し

て
自
衛
隊
の
任
務
、
仕
事
内
容
、
各
種

採
用
試
験
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。 

自
衛
隊
に
興
味
は
あ
る
も
の
の
、自

衛
隊
と
身
近
に
接
す
る
機
会
が
な
か

っ
た
様
子
の
学
生
が
多
く
、
自
衛
隊
の

組
織
や
体
力
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
が
多
か
っ
た
。
説
明
に
当
た

っ
た
広
報
官
は
、
自
己
の
体
験
談
を
中

心
に
具
体
的
な
説
明
を
学
生
に
行
い
、

入
隊
へ
の
不
安
の
解
消
を
図
っ
た
。
今

回
の
説
明
会
で
は
、女
性
の
聴
講
希
望

者
が
多
く
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
の
高
さ

を
感
じ
た
。 

佐
世
保
出
張
所
は
、今
後
も
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
志
願

者
獲
得
に
尽
力
し
て
ゆ
く
。 

本部長 上五島地区高等学校を表敬訪問 
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本部長 上五島地区高等学校を表敬訪問 

進路選択のひとつに!! 
自衛隊を 

（
上
五
島
駐
在
員
事
務
所
） 

 ■上五島高校 表敬 

 ■中五島高校 表敬 

長
崎
地
本(

本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐)

は
、
３
月
24
日

(

木)

～
４
月
５
日(

火)

ま
で
の
間
、
約
３
０
０
名
の
新
入
隊
員
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
隊
等
へ
引
率
し
た
。 

こ
の
着
隊
業
務
は
、
年
度
を
通
じ
て
広
報
官
等
が
地
道
な
募
集

広
報
活
動
に
よ
り
、
募
集
対
象
者
を
「
フ
ォ
ロ
ー
」
し
て
よ
う
や
く

入
隊
ま
で
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
あ
り
、
長
崎
地
本
と
し
て
も
、
募

集
業
務
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
集
大
成
で
あ
る
。 

着
隊
地
域
は
、
北
は
埼
玉
県
熊
谷
市
に
所
在
す
る
航
空
自
衛
隊

熊
谷
基
地
か
ら
、
南
は
鹿
児
島
県
霧
島
市
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛

隊
国
分
駐
屯
地
と
九
州
の
南
端
ま
で
広
範
多
岐
に
渡
っ
た
。 

ご家族と長崎地本の隊員に 
見送られ元気に出発する若き自衛官たち!! 

そ
れ
ぞ
れ
の
新
入
隊
員
が
移
動
す
る

中
、
一
部
の
新
入
隊
員
は
、
長
崎
地
本
本

部
を
出
発
点
と
し
、
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗

り
合
わ
せ
、
ご
家
族
の
方
々
や
友
人
、
本

部
長
以
下
の
地
本
部
員
に
見
送
ら
れ
出

発
し
た
。 

人
生
に
お
け
る
新
た
な
門
出
に
際
し
、

「
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
一
方
で
、ご
家
族
の
も
と
を
離
れ
る
寂

し
さ
か
ら
、
抱
擁
し
合
い
涙
を
浮
か
べ
る

場
面
も
散
見
さ
れ
た
。 

バ
ス
は
、
長
崎
地
本
本
部
横
を
出
発

し
、
大
通
り
か
ら
、
な
が
さ
き
出
島
道
路

の
ト
ン
ネ
ル
に
進
入
し
見
え
な
く
な
る
ま

で
見
送
ら
れ
、
着
隊
先
へ
前
進
し
た
。
途

中
の
車
内
に
お
い
て
、
寂
し
さ
や
不
安

は
、
同
乗
す
る
仲
間
と
の
ふ
れ
合
い
や
、

会
話
に
よ
り
い
つ
の
ま
に
か
か
き
消
さ

れ
、
決
意
を
新
た
に
「
頑
張
ろ
う
。
」
と

い
う
強
い
意
志
が
感
じ
取
ら
れ
た
。 

 

長
崎
地
本
は
、
令
和
４
年
度
も
「
部
員

一
丸
」
、
県
民
と
の
か
け
は
し
と
な
る
べ

く
日
夜
、募
集
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
募
集
課
） 

就

職

セ

ミ

ナ

ー 
 

合
同
会
社
説
明
会 

（
佐
世
保
出
張
所
） 

 ■ご家族・本部長等の見送り  ■着隊・受付開始 



 
 

長崎地本だより 

長
崎
募
集
案
内
所(

所
長 

坂
井
粘 

准
陸
尉)

は
、
３
月
15
日(

火)

、
私
立
瓊

浦
高
等
学
校
に
お
い
て
ラ
イ
セ
ン
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
が
主
催
す
る
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
参
加
し
た
。 

 
 
 

会
場
に
は
長
崎
県
内
の
大
学
、
短
期

大
学
、
専
門
学
校
等
か
ら
講
師
が
集
ま

り
、進
学
を
希
望
す
る
１
年
生
を
対
象
に

講
義
を
行
っ
た
。自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
は
６

名
の
学
生
が
来
訪
し
、
長
崎
募
集
案
内

所
広
報
官
が
実
施
し
た「
自
衛
官
っ
て
ど

ん
な
仕
事
？
」の
講
義
を
熱
心
に
受
講
し

て
い
た
。
参
加
し
た
学
生
は
、
１
年
生
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、自
分
の
将
来
に
関
し

て
、は
っ
き
り
と
決
め
て
い
な
い
年
頃
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、今
回
の
講
義
に
よ

り
、将
来
の
進
路
と
し
て
自
衛
官
の
選
択

肢
を
視
野
に
入
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
に

期
待
す
る
。 

長
崎
募
集
案
内
所
は
、
引
き
続
き
学

校
広
報
に
重
点
を
お
き
、自
衛
隊
へ
の
理

解
の
促
進
と
自
衛
官
志
願
者
獲
得
の
拡

大
に
尽
力
す
る
所
存
で
あ
る
。 

◇自衛官のことや募集についての詳細は、自衛官募集のホームページをご覧ください →  https://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/ 
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高校の進路ガイダンスに参加して！ ３ 

（
長
崎
募
集
案
内
所
） 

琴
海
地
域
事
務
所(

所
長 

赤
波
江

真
治 
准
陸
尉)

は
、
３
月
18
日(

金)

、

長
崎
県
立
西
彼
農
業
高
等
学
校
に
お

い
て
ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
が
主
催

す
る
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
た
。 

 

本
説
明
会
は
、
将
来
就
職
又
は
進
学

を
検
討
し
て
い
る
２
・
３
年
生
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
琴
海
地
域
事
務

所
が
行
う
自
衛
隊
の
説
明
会
に
は
２
年

生
１
名
と
３
年
生
５
名
が
参
加
し
た
。 

参
加
し
た
学
生
は
、
説
明
を
聞
く
ま

で
は
進
路
を
は
っ
き
り
と
決
め
て
い
な

か
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
広
報
官
の

説
明
会
を
聞
い
て
自
衛
隊
へ
の
興
味
が

湧
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
特
に
職
種
の

豊
富
さ
と
本
人
の
能
力
、
性
格
、
適
性
、

希
望
を
考
慮
し
て
職
種
を
決
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
興
味
津
々
で
あ
っ
た
。 

琴
海
地
域
事
務
所
は
、
こ
れ
か
ら
も

進
学
・
就
職
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
な
自
衛
官
募
集
の
案
内
に

心
掛
け
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
少
し
で
も

伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。 

▼瓊浦高校説明会 
主催：ライセンスアカデミー 

▼西彼農業高校説明会 
主催：ライセンスアカデミー 

（
琴
海
地
域
事
務
所
） 

▼島原翔南高校説明会 
主催：島原翔南高校 

島
原
地
域
事
務
所(

所
長 

堀
一
彦 

１
等
陸
尉)

は
、
３

月
17
日(

木)

、
長
崎
県
立
島
原
翔
南
高
等
学
校
で
開
催
さ

れ
た
校
内
企
業
説
明
会(

同
校
主
催)

に
参
加
し
た
。 

本
説
明
会
は
例
年
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
現
職
の
自
衛

官
が
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て
、
入
隊
か
ら
現
在
ま
で
の
自
衛

隊
生
活
を
在
校
生
に
説
明
し
て
い
た
が
、
今
回
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
為
、リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
よ
る
説
明
に

代
え
て
島
原
地
域
事
務
所
広
報
官
が
説
明
を
実
施
し
た
。 

本
説
明
会
で
は
、
学
生
に
対
し
て
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

は
あ
っ
た
が
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
自
衛
官

の
仕
事
内
容
や
営
内
生
活
、
採
用
試
験
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
学
生
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。 

ま
た
、
学
生
と
の
質
疑
応
答
で
は
、「
海
上
自
衛
隊
と
海

上
保
安
庁
と
の
仕
事
内
容
の
違
い
は
何
で
す
か
？
」「
仕
事

で
一
番
き
つ
か
っ
た
事
は
何
で
す
か
？
」
等
の
質
問
に
対

し
、
広
報
官
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
談
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

回
答
す
る
と
自
衛
隊
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
、
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
更
に
は
学
生
だ
け
で

は
な
く
教
員
の
方
々
か
ら
も
航
空
学
生
や
防
衛
医
科
大
学

(

看
護
科)

に
つ
い
て
の
質
問
を
頂
き
、
教
員
の
方
々
に
も
自

衛
隊
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
で
き
た
。 

島
原
地
域
事
務
所
は
、
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
地
域

事
務
所
と
し
て
、
募
集
広
報
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
自

衛
隊
の
認
知
度
と
理
解
度
の
更
な
る
向
上
を
図
り
志
願
者

の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。 

（
島
原
地
域
事
務
所
） 

 

 

■仕事の説明 

■作業服試着 

長
崎
地
本(

本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐)

は
、
３
月
14
日(

月)

、
予

備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
の
う
ち
防

衛
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ
た
企
業
及
び

本
部
長
が
認
定
し
た
企
業
に
対
し
、
認

定
証
を
交
付
し
た
。 

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
雇
用

を
通
じ
、
社
会
貢
献
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
防
衛
省
と
し
て
認
定
・
称
揚
す

る
制
度
で
す
。
今
年
度
は
防
衛
大
臣
認

定
１
社
、
本
部
長
認
定
１
社
、
計
２
社

を
新
た
に
認
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
南
陽
堂(

防
衛
大
臣
認

定
、
島
原
市)

と
株
式
会
社
長
里
建
設

(

本
部
長
認
定
、
諫
早
市)

は
、
両
社
と

も
長
年
に
わ
た
り
即
応
予
備
自
衛
官

を
雇
用
し
て
お
り
、令
和
２
年
７
月
豪

雨
の
際
に
は
災
害
派
遣
に
出
頭
さ
せ

る
な
ど
予
備
自
衛
官
等
制
度
に
深
い

理
解
と
協
力
を
得
て
い
る
。 

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
企
業
代
表

か
ら
は
、「
認
定
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
た
い
。
災
害
派
遣
等
、
即
自
と
し
て

力
を
尽
く
す
社
員
を
こ
れ
か
ら
も
で
き

る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
」

と
い
う
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

長
崎
地
本
は
、
予
備
自
衛
官
等
雇

用
企
業
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、訓
練

等
に
出
頭
し
や
す
い
環
境
作
り
や
予

備
自
衛
官
等
制
度
の
理
解
促
進
を
引

き
続
き
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

予
備
自
衛
官
等 

協
力
事
業
所
認
定
証
を
交
付 

（
援
護
課
） 

 ■Ｙショップ南陽堂様 
(防衛大臣認定、島原市) 



 

 
 

長
崎
地
本(

本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海

佐)

は
、
３
月
12
日(

土)

、
本
部
庁
舎
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
募
集
相
談
員
会
同
を
実

施
し
た
。
会
同
で
は
、
今
年
度
新
た
に
自
衛

官
募
集
相
談
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
自
衛
隊
の
概
要
及
び
募
集
状
況
を

説
明
し
、
参
加
さ
れ
た
４
名
の
新
規
募
集
相

談
員
と
の
情
報
共
有
及
び
連
携
強
化
を
図

っ
た
。 

当
日
は
、
募
集
課
長
が
自
衛
隊
の
概
要
及

び
任
務
を
、
募
集
班
長
が
募
集
状
況
を
、
企

画
班
長
が
募
集
広
報
及
び
相
談
員
の
概
要

並
び
に
最
新
の
試
験
制
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
た
。 

そ
の
他
、
教
育
隊
の
様
子
を
動
画
に
よ
り

紹
介
す
る
等
、
よ
り
身
近
に
、
リ
ア
ル
に
自

衛
隊
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。 

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
更
な
る
自
衛
隊
へ

の
理
解
促
進
や
志
願
者
の
増
大
の
た
め
、
相

談
員
の
方
々
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
所
存

で
あ
る
。 
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（
募
集
課
） 

※
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自
衛
官
志
願
者
に
関
す

る
情
報
の
提
供
、
地
方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
広
報
へ

の
支
援
を
通
じ
て
、
入
隊
者
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
募

集
活
動
を
通
じ
た
防
衛
基
盤
の
育
成
に
対
し
て
、
極
め

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
で

す
。
現
在
長
崎
地
本
で
は
、
元
自
衛
官
や
隊
員
の
ご
家

族
、
地
域
の
協
力
者
な
ど
、
１
５
６
名
の
方
々
を
自
衛

官
募
集
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。 

令和３年度 
募集相談員会同 開催 

諫
早
市
防
衛
協
会
は
、

３
月
18
日(

金)

、
諫
早
市

高
城
神
社
に
お
い
て
、自
衛

隊
入
隊
予
定
者
及
び
防
衛

大
学
校
入
校
予
定
者
に
対

し
安
全
祈
願
を
実
施
し
た
。 

来
賓
と
し
て
諫
早
市
長

代
理 

諫
早
市
生
活
環
境

部
長 
田
川
浩
史
様
を
は

じ
め
、
隊
友
会 

諫
早
市
支

部
長 

山
口
忠
範
様
、
自
衛

隊
家
族
会 
諫
早
地
区
協

議
会 

会
長 
田
崎
洋
美
様

が
参
加
し
た
。 

安
全
祈
願
は
降
り
し
き

る
雨
の
中
、
神
社
本
殿
に
お

い
て
神
事
に
続
き
、
防
衛
協

会
会
長
、
入
隊
予
定
者
代

表
及
び
来
賓
に
よ
る
玉
串

奉
奠
が
厳
か
に
行
わ
れ
安

全
祈
願
は
終
了
し
た
。 

防
衛
協
会 

永
江
正
澄

会
長
は
、
入
隊
予
定
者
及

び
入
校
予
定
者
に
対
し
て

「
今
後
の
自
衛
隊
生
活
に

お
い
て
皆
様
が
国
家
国
民

の
た
め
安
全
に
活
躍
で
き

る
こ
と
を
祈
願
す
る
と
と

も
に
、
立
派
な
自
衛
官
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
」
と
熱
く
激

励
し
た
。 

（
諫
早
地
域
事
務
所
） 

諫早市にて 
祈願 

長
崎
地
本(

本
部
長 

江
上
昌
利 

１
等
海
佐)

は
、
３
月
３

日(

木)

小
値
賀
町
役
場
、
３
月
16
日(

水)

新
上
五
島
町
役

場
主
催
の
入
隊
予
定
者
激
励
会
に
参
加
し
た
。 

入
隊
予
定
者
激
励
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
後
援
会

地
区
会
長
の
方
々
も
参
列
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

を
万
全
に
し
た
上
で
執
り
行
わ
れ
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
町
長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
頂
く
と
と
も
に
、

防
衛
大
臣
か
ら
の
激
励
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
も
披
露
さ

れ
、
参
加
し
た
入
隊
予
定
者
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
聴
き

入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
入
隊
予
定
者
の
代
表
に
よ
る
決
意
表

明
で
は
、
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
立
派
な
自
衛
官
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
！
」
と
大
変
力
強
い
言
葉
が
飛
び

出
し
て
い
た
。 

上
五
島
駐
在
員
事
務
所
は
、
入
隊
予
定
者
が
安
心
し
て
入

隊
が
出
来
る
よ
う
に
引
き
続
き
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。 

にて開催 

（
上
五
島
駐
在
員
事
務
所
） 

小値賀町 

にて開催 

 ■記念品贈呈  
■大臣からの 
メッセージを拝聴 

 ■小値賀町集合写真  ■新上五島町集合写真 
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２
等
陸
曹 

 

森
本 

将
之 

本 

部 

長 

表 

彰 
 

第
３
級
賞
詞
《
職
務
遂
行
》 

第
４
級
賞
詞
《
職
務
遂
行
》 

防
衛
事
務
官 

髙
橋 

 

裕 

防
衛
事
務
官 

中
村 

公
人 

２
等
陸
曹 

 

川
良 

将
吾 

第
４
級
賞
詞
《
業
務
改
善
》 

１
等
陸
尉 

 

渕
江 

保
志 

陸
曹
長 

 
 

山
中
正
一
郎 

第
５
級
賞
詞
《
職
務
遂
行
》 

防
衛
事
務
官 

野
口 

和
剛 

防
衛
事
務
官 

久 
 

由
拓 

２
等
空
曹 

 

中
武 

桂
子 

防
衛
事
務
官 

山
本 

翔
平 

防
衛
事
務
官 

市
平 

春
樹 

防
衛
事
務
官 

廣
吉 

凌
汰 

第
５
級
賞
詞
《
業
務
改
善
》 

准
陸
尉 

 
 

坂
井 

 

粘 

陸
曹
長 

 
 

東 

幸
一
郎 

２
等
陸
曹 

 

佐
藤 

康
弘 

３
等
空
曹 

 

平
田 

侑
衣 

１
等
海
尉 

田
代 

 

教 

◎
佐
世
保
出
張
所
長
か
ら 

第
２
潜
水
隊
群(

横
須
賀)

へ 

防
衛
事
務
官 

廣
吉 

凌
汰 

◎
本
部 

募
集
課
か
ら 

高
等
工
科
学
校(

武
山)

へ 

防
衛
事
務
官 

山
本 

翔
平 

◎
本
部 

援
護
課
か
ら 

国
分
駐
屯
地
業
務
隊(

国
分)

へ 

防
衛
事
務
官 

囲 
 

昌
幸 

◎
本
部 

総
務
課
か
ら 

宮
古
警
備
隊(

宮
古
島)

へ 

防
衛
事
務
官 

中
村 

公
人 

◎
本
部 

援
護
課
か
ら 

陸
上
幕
僚
監
部(

市
ヶ
谷)

へ 

防
衛
事
務
官 

髙
橋 

 

裕 

◎
本
部 

援
護
課
長
か
ら 

陸
上
幕
僚
監
部(

市
ヶ
谷)

へ 

防
衛
事
務
官 

本
田 

秀
明 

◎
本
部 

総
務
課
長
か
ら 

陸
上
幕
僚
監
部(

市
ヶ
谷)

へ 

２
等
陸
曹 

 

川
良 

将
吾 

◎
本
部 

総
務
課
か
ら 

西
部
方
面
総
監
部
付
隊(

健
軍)

へ 

３
等
海
曹 

 

三
原 

貴
子 

◎
大
村
地
域
事
務
所
か
ら 

第 

航
空
群(

大
村)

へ 

２
等
陸
曹 

 

佐
藤 

康
弘 

◎
長
崎
募
集
案
内
所
か
ら 

第
５
陸
曹
教
育
隊(

久
留
米)

へ 

２
等
陸
曹 

 

森
本 

将
之 

◎
佐
世
保
出
張
所
か
ら 

宮
古
警
備
隊(

宮
古
島)

へ 

１
等
陸
曹 

 

納
屋 

誠
二 

◎
五
島
駐
在
員
事
務
所
長
か
ら 

第 

普
通
科
連
隊(

大
村)

へ 

陸
曹
長 

 
 

東 

幸
一
郎 

◎
島
原
地
域
事
務
所
か
ら 

第 

高
射
特
科
群(

竹
松)

へ 

陸
曹
長 

 
 

中
村 

恭
博 

◎
琴
海
地
域
事
務
所
長
か
ら 

第 

普
通
科
連
隊(

大
村)

へ 

１
等
陸
尉 

 

渕
江 

保
志 

◎
大
村
地
域
事
務
所
長
か
ら 

竹
松
駐
屯
地
業
務
隊(

竹
松)

へ 

期
間
業
務
隊
員 

竹
山 

 

広 

◎
五
島
駐
在
員
事
務
所 

期
間
業
務
隊
員 

黒
瀬 

 

亨 

◎
本
部 

総
務
課 

◆
退
職 

令
和
４
年
３
月

日
付  

◆
転
出 

令
和
４
年
４
月
15
日
付  

防
衛
事
務
官 

久 
 

由
拓  

◎
本
部 

総
務
課
か
ら 

西
部
方
面
総
監
部(

健
軍)

へ  

◆
転
出 

令
和
４
年
４
月
１
日
付  

◆
転
出 

令
和
４
年
３
月
14
日
付 

 

◆
新
規
採
用 

令
和
４
年
４
月
１
日
付  

期間業務隊員 
川道 弥徳 

 

１
等
海
尉 

 
 

松
本 

良
輔 

◎
護
衛
艦
「
あ
り
あ
け
」
か
ら 

佐
世
保
出
張
所
長
へ 

◆
転
入 
令
和
４
年
４
月
15
日
付  

◎
五
島
駐
在
員
事
務
所
へ 

 

防衛事務官 
三枝 裕未 

◎
陸
上
幕
僚
監
部(

市
ヶ
谷)

か
ら 

本
部 

総
務
課
へ 

◎
宮
崎
地
方
協
力
本
部(

宮
崎
市)

か
ら 

本
部 

総
務
課
へ 

西
部
方
面
総
監
表
彰

 
 

防
衛
事
務
官 

野
口 

和
剛  

◎
本
部 

総
務
課
か
ら 

中
央
業
務
支
援
隊(

市
ヶ
谷)

へ 

期間業務隊員 
山本 誠二 

 

◎
本
部 

総
務
課
へ 

防衛事務官 
松本 昂己 

 

◎
本
部 

募
集
課
へ 

防衛事務官 
稲澤 豊一郎 

 

◎
西
部
方
面
総
監
部(

健
軍)

か
ら 

本
部 

援
護
課
へ 

防衛事務官 
川上 晃一 

◎
飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊(

飯
塚)

か
ら 

本
部 

援
護
課
へ 

防衛事務官 
田島 康隆 

◎
愛
媛
地
方
協
力
本
部(

松
山
市)

か
ら 

本
部 

援
護
課
長
へ 

防衛事務官 
竹島 正浩 

◎
補
給
統
制
本
部(

十
条)

か
ら 

本
部 

総
務
課
長
へ 

防衛事務官 
江嶋 真太郎 

◆
転
入 

令
和
４
年
４
月
１
日
付  

◎
自
衛
隊
体
育
学
校(

朝
霞)

か
ら 

大
村
地
域
事
務
所
長
へ 

1 等陸尉 
浦田 秀明 

◎
第 

高
射
特
科
連
隊(

八
重
瀬)

か
ら 

壱
岐
駐
在
員
事
務
所
へ 

1 等陸曹 
栁澤 武美 

◎
第 

高
射
特
科
群(

竹
松)

か
ら 

島
原
地
域
事
務
所
へ 

1 等陸曹 
宮本 福士 

◎
第 

航
空
群(

大
村)

か
ら 

大
村
地
域
事
務
所
へ 

1 等海曹 
片田 みゆき 

◎
相
浦
駐
屯
地
業
務
隊(

相
浦)

か
ら 

佐
世
保
出
張
所
へ 

1 等陸曹 
納所 彰 

◎
相
浦
駐
屯
地
業
務
隊(

相
浦)

か
ら 

援
護
課(

佐
世
保
援
護
セ
ン
タ
ー)

へ 

陸曹長 
髙橋 貴彦 

◎
第 

高
射
特
科
群(

竹
松)

か
ら 

本
部 

援
護
課
へ 

2 等陸曹 
大瀧 陽司 

◎
西
部
方
面
後
方
支
援
隊(

飯
塚)

か
ら 

本
部 

総
務
課
兼
最
先
任
准
曹
へ 

陸曹長 
秀島 孝 

◎
第
３
高
射
特
科
群(

奄
美)

か
ら 

五
島
駐
在
員
事
務
所
長
へ 

陸曹長 
浦松 功将 

◆
転
入 

令
和
4
年
３
月
14
日
付  

入
隊
者
の
声 

私
の
父
は
陸
上
自
衛
官
で
、
兄
は
高
等
工
科
学
校

の
生
徒
で
す
。
こ
の
２
人
の
姿
に
憧
れ
、
自
衛
官
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

世
知
原
中
学
校
出
身 

 

私
は
航
空
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育

隊
に
入
隊
し
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
自
衛
官
と
い
う
職

業
に
少
し
ず
つ
興
味
を
持
ち
始
め
、
高
校
生
で
夢
か

ら
目
標
に
な
っ
た
自
衛
官
と
い
う
職
業
に
就
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
で
は
き
っ
と
、
身
体
的
に

も
精
神
的
に
も
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、「
人
を
救
え
る
人
に
な
る
」
と
い
う
志
と
、

こ
れ
ま
で
目
標
達
成
の
た
め
に
培
っ
て
き
た
経
験
を

胸
に
、
自
衛
官
と
し
て
、
人
と
し
て
の
責
務
を
全
う

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

西
彼
農
業
高
校
出
身 

 

私
は
、
夢
だ
っ
た
陸
上
自
衛
隊
に
一
般
曹

候
補
生
と
し
て
入
隊
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
入
隊
を
前
に
し
て
、

期
待
と
不
安
で
胸
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
誠
心

誠
意
国
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や

友
達
の
た
め
に
も
、
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。 

諫
早
商
業
高
校
出
身 

 
こ
の
度
、
陸
上
自
衛
隊
の
一
般
曹
候
補
生
と
し
て

入
隊
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

自
衛
隊
で
は
厳
し
い
訓
練
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
そ

れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
体
力
や
精
神
力
を
身
に
着
け

て
い
き
、
そ
の
中
で
友
と
い
え
る
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

創
成
館
高
校
出
身 

こ
の
度
、
陸
上
自
衛
隊
の
自
衛
官
候
補
生

で
入
隊
す
る
こ
と
が
出
来
て
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
小
さ
な
頃
か
ら
自
衛
官
に
憧
れ
て

お
り
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
災
害
派
遣

で
活
躍
し
て
い
る
自
衛
官
の
姿
を
見
て
自
衛

官
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。４
月
か
ら
は

今
ま
で
と
は
違
う
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
今

ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
を
し
、

全
力
で
頑
張
っ
て
行
き
た
い
で
す
。 

上
五
島
高
校
出
身 

 

こ
の
度
、
海
上
自
衛
隊
の
一
般
曹
候
補
生
と

し
て
入
隊
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
中
学
生
の
頃
か
ら
夢
見
て
き
た
国

を
防
衛
す
る
頼
も
し
く
て
、
誇
ら
し
い
自
衛
官

に
な
る
う
え
で
、
部
活
動
で
身
に
付
け
た
忍
耐

力
や
元
気
さ
を
活
か
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

鎮
西
学
院
高
校
出
身 

 

高
等
工
科
学
校 

入
学 

航
空
自
衛
隊 

自
衛
官
候
補
生 

入
隊 

フ
ァ
イ
ト
！ 

 

陸
上
自
衛
隊 

一
般
曹
候
補
生 

入
隊 

陸
上
自
衛
隊 

一
般
曹
候
補
生 

入
隊 

陸
上
自
衛
隊 

自
衛
官
候
補
生 

入
隊 

海
上
自
衛
隊 

一
般
曹
候
補
生 

入
隊 

22 ７ 15 

７ 

16 7 16 

22 

対
馬
高
校
出
身 

 

こ
の
度
、
海
上
自
衛
隊
の
一
般
曹
候
補
生

で
入
隊
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
を
海

で
囲
ま
れ
た
対
馬
で
育
ち
、
海
に
係
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
大
変
光
栄
で

す
。
こ
れ
か
ら
、
未
知
の
事
を
学
ぶ
こ
と
や
団

体
生
活
に
多
少
の
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
自

分
で
選
ん
だ
道
に
自
信
を
も
っ
て
、
早
く
国

民
に
信
頼
さ
れ
る
自
衛
官
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

海
上
自
衛
隊 

一
般
曹
候
補
生 

入
隊 

村
川 

巴
菜 

 

こ
の
度
、
陸
上
自
衛
隊
の
一
般
曹
候
補
生
に
入
隊

す
る
こ
と
が
出
来
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

こ
の
春
か
ら
実
家
を
離
れ
た
生
活
に
な
り
、
不
安

な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ
を
活

か
し
、
周
り
の
同
期
達
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
国
、

国
民
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
出
来
る
立
派
な
自
衛

官
に
な
れ
る
よ
う
訓
練
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

純
心
女
子
高
等
学
校
出
身 


